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在宅医療・介護連携に係る調査      団 体 名  厚木歯科医師会             

                           担当者名  事務局長 石塚 修               

検討項目 取組状況 考え、課題等 
人材確保・育成 
（訪問診療、服

薬指導、多職種

連携、環境整備

等、在宅を担う

人材に係る諸課

題） 
 
 

 別紙のとおり  
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Ⅰ 検討項目 
人材確保・育成（訪問診療、多職種連携、環境整備等、在宅を担う人材に係る諸課題） 
 
Ⅱ 現状分析、課題、取組状況 等 
１ 重度要介護者等（ADL 低下高齢者）の増加 

 
★2035 年（15 年後）以降、85 歳以上の高齢者は、2020 年比で２倍～３倍に増加。 

 
★人間は、80 歳以降に多くの高齢者が重度の要介護状態となる 

  ⇒ 重度要介護者（ADL 低下）、通院困難者の増加 
           ⇓ 
    在宅歯科（口腔機能管理、居宅療養管理）需要の急増 
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２ 急増する口腔機能管理（居宅療養管理）需要と課題 
  口腔機能管理スタッフ（歯科医師+歯科衛生士）の歯科医療資源（マンパワー）予測 
   ⇒ ★★現状において既に歯科衛生士不足（下表：神奈川県保健医療計画） 

 
３ 歯科衛生士確保に向けた課題 

★より一層の少子化の進展によって、新卒者の確保が困難 
★ほぼ 100％が女性であり、出産・子育て等が要因の離職が多い 

＊十分な臨床経験（在宅歯科）を積んだ歯科衛生士の育成には、相当期間が必要 
  ⇒ 10 年後の課題解決には、今からの取り組みが不可欠 

４ 歯科衛生士不足の解決に向けた施策（取組状況） 
（１）新規資格者の拡大【県：県立高校を中心とした進路指導】 
   ⇒ 高校生の進学先として、大学、専門学校への誘導 
      厚木歯科医師会・映画鑑賞補助事業の実施 
（２）潜在歯科衛生士を対象とする復職支援 
   ⇒ 歯科医師会+歯科衛生士会による「復職支援プログラ

ム」の開発 
☆ 歯科衛生士会の組織力強化 

５ 在宅歯科医療（1 次）と仮）口腔機能管理センター（口腔保健センター）の開設 
   ★在宅歯科の施術は限定的 
  高齢者の口腔機能の向上・保全のために、より高度な医療処置が可能な診療施設 

⇒ ２次歯科医療機関としての仮）口腔機能管理センター（口腔保健センター） 
1 次⇔２次の歯科・歯科連携により、患者の口腔機能を維持・確保 

 
６ 仮）口腔機能管理センター開設の課題 
（１）運営スタッフの確保（2 次歯科医療） 
（２）通院困難患者＝ハイリスク高齢者への医科との連携・支援 
（３）通院困難者の移動手段（福祉車両の確保、運転手等の人件費等の確保） 
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在宅医療・介護連携に係る調査      団 体 名   座間市歯科医師会           
                           担当者名    須藤真行          

検討項目 取組状況 考え、課題等 
人材確保・育成 
（訪問診療、服

薬指導、多職種

連携、環境整備

等、在宅を担う

人材に係る諸課

題） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連携室を設け、常に往診に対応できるよう

にしている 
 
 
 
 
包括ケア会議等に参加し、地域の他団体と 
地域の連携について話し合っている 
 
 
 
訪問に行ける体制がかなり整い始めてい

る。人材等もそろってきた。 
 
 
 
学術的知識の習得として、様々な外部 
講師をお呼びし、研鑽を積んでいる 
 
 
 
連携室と他の他団体との連携がまだ未開

発 

在宅の連絡はまだ少ないので地域の人

たちへの PR が必要 
 
 
 
 
あまりに団体が多いため、まだ連携が

できていないように思われる 
 
 
 
在宅の必要性がまだまだ認知されてい

ないように思われる 
 
 
 
地域の専門職も一緒に連携を取りなが

ら、勉強していきたい 
 
 
 
他団体との顔の見える関係づくりが 
必須 
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在宅医療・介護連携に係る調査      団 体 名 座間市歯科医師会               

                           担当者名 新野見昇一                

検討項目 取組状況 考え、課題等 
人材確保・育成 
（訪問診療、服

薬指導、多職種

連携、環境整備

等、在宅を担う

人材に係る諸課

題） 
 
 
 
 
 
 
 
歯科在宅医療連

携室の認知度の

向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人材確保に関して、広告媒体による 
求人募集においての確保は業界問わず、 
厳しい状況といえることは、周知のとお

り。現状、在宅連携室の衛生士スタッフの 
知人、歯科医師の知人衛生士の人脈を頼り

に、採用に至っている。 
 
歯科医師会主催の講習会にも衛生士にも 
積極的に参加してもらい、知識の補充に努

めてもらっています。 
 
 
 
 
ポスター、リーフレットなどを利用して 
多職種連携を図り、在宅医療連携室の周知

を行っている。 
 
 
 
 

人材確保、主に歯科衛生士となります

が、現役を離れている歯科衛生士の掘

り起こし、そして技術的な支援などを

歯科医師会のみならず、在宅・介護にか

かわる人達との連携で取り組むことが

課題であると思われます。 
 
特に介護医療の人材不足という観点に

おいては、海外からの人材確保もこれ

からはやむをえないところである。行

政的支援は、もとより、各種地域団体の

協力のもと、研修をしていく必要性と

継続性が必要と思います。 
 
座間市にも座間市地域連携室があり、

市の連携室とも連携をとり、在宅医療

が行えるということを市民にもっと知

っていただくよう活動する。 
 
歯科医師会としても、医科歯科連携の

講習会を行い、歯科医師にとらわれず、

各種団体の参加をよびかけ、よりしっ

かりした知識の共有を図り、在宅医療

のクオリティをあげることに取り組ん

でいます。 

 


